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は
じ
め
に
　
真
言
宗
に
伝
わ
る
論
議
書
に
は
、
所
依
の
経
典
に
あ
る
語
句
の
発
音
の
し
か
た
を
示
し
て
僧
侶
の
参
考
に
供
し
た
も
の
が
多
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
お
い
て
新
義
真
言
宗
智
積
院
の
学
僧
、
観
応
（
一
六
五
六
～
一
七
一
〇
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
補ぶ
忘もう
記き
』
は
、
日
本
語
史
、
と
く
に
音
韻
史
・
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
資
料
と
し
て
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
同
書
に
は
貞
享
四
年
版
と
元
禄
八
年
版
と
が
あ
り
、
元
禄
版
は
貞
享
版
を
増
訂
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
元
禄
版
と
い
え
ど
も
そ
の
改
訂
が
徹
底
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
両
版
を
比
べ
て
み
る
必
要
の
あ
る
場
合
も
思
い
の
ほ
か
に
多
い
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
他
の
論
議
書
と
比
較
す
る
か
ぎ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
出いで
合あい
」１
に
つ
い
て
の
記
述
が
よ
く
整
理
さ
れ
て
お
り
、
漢
語
（
字
音
語
）
と
和
語
と
が
イ
ロ
ハ
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
検
索
し
や
す
い
こ
と
な
ど
、
同
書
は
他
の
論
議
書
よ
り
も
整
然
と
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
　
本
稿
は
、『
補
忘
記
』
に
お
い
て
箇
条
書
き
に
さ
れ
て
い
る
「
出
合
」
に
つ
い
て
の
解
説
を
確
認
し
、
そ
の
う
ち
、
と
く
に
漢
語
が
連
続
し
て
一
句
と
な
る
場
合
の
声
点
と
節
博
士
と
の
関
係
を
、《
語
彙
篇
》（
貞
享
版
上
卷
、
元
禄
版
天
・
地
卷
）
所
載
の
例
に
徴
し
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
『
補
忘
記
』
所
載
の
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
、
ま
た
漢
語
句
の
音
調
に
つ
い
て
の
所
伝
は
、
た
だ
ち
に
一
般
社
会
の
そ
れ
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
伝
書
、
口
伝
に
編
者
観
応
が
整
理
を
加
え
、
理
論
的
に
導
き
出
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
補
忘
記
』
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
確
か
め
て
、
同
書
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
一
　『
補
忘
記
』
の
資
料
的
性
格
　
周
知
の
と
お
り
『
補
忘
記
』
を
具
体
的
な
0
0
0
0
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
服
部
四
郎
（
一
九
三
三
＝
一
九
四
二
）
が
早
く
、
さ
ら
に
金
田
一
春
彦
（
一
九
四
二
）
が
つ
づ
く
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
和
語
に
つ
い
て
の
考
察
を
主
と
し
て
お
り
、
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
検
討
は
桜
井
茂
治
に
よ
る
一
連
の
研
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
そ
の
は
じ
め
服
部
や
金
田
一
は
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
江
戸
時
代
初
期
の
　
『
補
忘
記
』
に
載
る
漢
語
句
の
音
調
に
つ
い
て
　
上
　
野
　
和
　
昭
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近
畿
ア
ク
セ
ン
ト
の
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
た２
が
、
そ
れ
に
対
し
て
馬
淵
和
夫
（
一
九
五
八
）
は
次
の
よ
う
に
疑
問
を
呈
し
た
。
　
従
来
江
戸
時
代
初
期
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
資
料
と
さ
れ
て
い
た
「
補
忘
記
」
は
、
新
義
真
言
宗
の
根
来
寺
で
、
論
義
に
も
ち
い
て
よ
み
く
せ
と
な
っ
た
語
彙
（
こ
れ
を
名
み
ょ
う
目もく
と
い
う
）
を
あ
つ
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
ち
に
通
説
に
し
た
が
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
同
種
の
他
の
資
料
に
室
町
時
代
の
も
の
が
あ
る
し
、
論
義
の
形
式
が
固
定
す
る
の
は
中
世
初
期
の
様
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
室
町
初
期
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
地
方
も
当
然
、
和
州
か
紀
州
（
高
野
山
と
の
関
係
を
考
え
て
）
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
一
六
六
頁
）
　
本
書
の
節
博
士
に
反
映
し
た
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
金
田
一
春
彦
（
一
九
六
〇
）
も
こ
れ
を
認
め
て
「
結
論
は
従
う
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
う
」（
二
九
頁
）
と
し
た
が
、
地
域
に
つ
い
て
は
「
詞
字
ハ
仮
名
ノ
高
下
ニ
依
ラ
ズ
洛
陽
之
詞
ヲ
以
テ
正
ト
爲
シ
テ
之
ヲ
習
フ
ベ
シ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
洛
陽
」（
京
都
）
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
も
の
と
み
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
馬
淵
は
、
右
の
「
詞
字
ハ
…
」
の
一
條
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
　
漠
然
と
、
こ
れ
が
京
都
方
言
を
規
範
と
し
て
い
る
証
で
あ
る
か
の
ご
と
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
詞
と
い
っ
て
い
る
の
は
仮
名
と
あ
い
対
す
る
も
の
で
、
仮
名
と
い
う
の
は
他
の
箇
所
の
用
法
か
ら
推
察
す
る
と
、
和
語
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
詞
と
は
漢
語
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
『
補
忘
記
』
の
和
語
は
中
世
に
お
け
る
和
州
・
紀
州
あ
た
り
の
ア
ク
セ
ン
ト
、
漢
語
は
京
都
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
一
七
〇
～
一
七
二
頁
）
　
こ
れ
に
対
し
て
桜
井
茂
治
（
一
九
六
六
）
は
、「
出
合
」
の
成
立
時
期
と
の
関
係
か
ら
、『
補
忘
記
』
の
節
博
士
に
反
映
し
た
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
末
期
の
も
の
で
あ
る
と
論
じ
、
同
書
に
記
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
注
記
（「
世
話
」「
田
舎
」「
洛
陽
」「
書
ヲ
離
レ
テ
」「
常
ノ
詞
」
な
ど
）
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
位
相
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
た
と
い
う３
。
　
「
補
忘
記
」
所
載
の
漢
語
は
、
そ
の
位
相
と
の
関
係
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
問
題
例
を
除
い
て
、
一
般
社
会
の
い
つ
ど
こ
の
社
会
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
、
そ
れ
ほ
ど
異
質
な
も
の
で
は
な
い
。
（
七
五
頁
）
　
さ
ら
に
桜
井
（
一
九
七
〇
）
は
同
書
所
載
の
和
訓
の
「
源
流
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
和
訓
に
は
「
二
つ
の
異
な
っ
た
流
れ
」
が
あ
り
、
一
つ
は
「
紀
州
、
根
来
寺
の
流
れ
を
受
け
つ
ぎ
」、
も
う
一
つ
は
、
さ
き
の
一
條
に
あ
る
よ
う
に
「
字
音
語
の
節
博
士
と
は
別
に
、
編
集
当
時
の
京
都
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
節
博
士
を
付
け
る
結
果
に
な
っ
た
」
と
推
定
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
石
山
裕
慈
（
二
〇
〇
八
）
は
、
同
書
所
載
の
節
博
士
に
あ
ら
わ
れ
た
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
を
『
平
家
正
節
』
所
載
の
譜
記
に
反
映
し
た
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
比
較
し
て
、
そ
こ
に
食
い
違
う
例
の
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
も
っ
て
同
書
所
載
の
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
は
「
必
ず
し
も
日
常
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
呉
音
声
調
か
ら
人
工
的
に
導
き
出
さ
れ
た
、
論
義
専
用
の
抑
揚
が
少
な
か
ら
ず
混
入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」（
七
七
～
七
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
は
以
上
の
研
究
の
経
緯
を
勘
案
し
、
ひ
と
ま
ず
、
和
語
は
室
町
期
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に
お
け
る
、
主
と
し
て
京
都
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
、
漢
語
は
根
来
寺
以
来
の
伝
統
を
受
け
つ
い
で
い
る
と
み
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
桜
井
が
「（
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
）
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
そ
れ
ほ
ど
異
質
な
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て
が
日
常
生
活
に
用
い
ら
れ
る
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
地
域
的
に
み
て
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
近
畿
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
を
強
く
被
っ
て
い
る
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う４
。
二
　「
出
合
」
に
つ
い
て
の
條
目
　
さ
て
『
補
忘
記
』
貞
享
版
は
、
下
巻
の
首
題
の
下
に
「
四
聲
開
合
出
合
第
二
重
指
樣
」
と
割
書
き
し
、
つ
づ
い
て
四
声
図
と
全
十
九
條
か
ら
な
る
解
説
を
記
す
（
元
禄
版
で
は
二
十
條
）。
い
ま
そ
れ
ら
の
う
ち
、
と
く
に
「
出
合
」
に
か
か
わ
る
條
目
の
み
（
第
七
條
か
ら
第
十
七
條
ま
で
）
を
ご
く
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
に
す
る５
。
の
ち
の
漢
語
句
の
音
調
を
考
察
す
る
う
え
に
前
提
と
な
る
こ
と
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
第
七
條
に
は
「
出
合
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
本
文
の
引
用
は
、
原
文
を
書
き
下
し
て
適
宜
濁
点
を
加
え
る
。
括
弧
内
は
本
稿
の
筆
者
に
よ
る
補
読
。
以
下
同
様
）。
一
出
合
ト
ハ
四
聲
ノ
任
ニ
唱
ヘ
ラ
レ
ザ
ル
連
續
之
有
ル
故
ニ
出
合
ヲ
以
テ
之
ヲ
唱
フ　
爾
レ
ハ
則（
チ
）舌
内
ニ
煩
ヒ
無
ク
法
爾
ノ
音
聲
ニ
出
ル
也　
故
ニ
三
五
ノ
出
合
ヲ
知
テ
諸
餘
ニ
通
ズ
ベ
キ
也
　
こ
れ
は
、
四
声
図
に
あ
る
節
博
士
（
四
声
そ
れ
ぞ
れ
の
「
本
聲
」
を
あ
ら
わ
す
）
の
と
お
り
に
は
音
読
で
き
な
い
漢
語
が
あ
る
の
で
、
そ
の
と
き
に
は
「
出
合
」
に
よ
っ
て
音
調
を
調
整
し
て
唱
え
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
音
調
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
語
の
傍
（
お
も
に
左
側
）
に
記
さ
れ
た
節
博
士
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
発
音
に
と
ど
こ
お
る
こ
と
な
く
「
法
爾
」
の
音
声
が
発
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
だ
か
ら
「
三
五
ノ
出
合
」
を
知
っ
て
他
に
応
用
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
第
八
條
か
ら
は
具
体
的
な
「
出
合
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
類
型
別
に
解
説
さ
れ
る
。
ま
ず
、
第
八
條
①
「
平
ヨ
リ
上
ニ
移
ル
時
」
す
な
わ
ち
《
平
上
》
の
場
合
に
つ
い
て
（
以
下
、
拍
数
と
清
濁
を
捨
象
し
て
あ
ら
わ
す
場
合
に
は
《
平
上
》
な
ど
と
《　
》
に
括
っ
て
示
す
）、
平
声
の
漢
字
が
「
二
字
假
名
ノ
字
」（
仮
名
二
字
で
二
拍
に
よ
む
漢
字
）
で
あ
れ
ば
、「
平
聲
ノ
字
ヲ
押
シ
テ
上
聲
ノ
字
ヲ
平
ラ
ニ
」
唱
え
る
こ
と
（
○
○
●–
：
●
○
○–
、
以
下
、
高
拍
を
●
で
、
低
拍
を
○
で
あ
ら
わ
す
。–
は
下
に
続
く
場
合
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
を
：
の
上
に
、
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
を
そ
の
下
に
記
す
）
が
述
べ
ら
れ
、「
第
三
〈
平
濁
上
／
［
徴
角
］
角
〉」
が
例
示
さ
れ
る
（
○
○
●
●
：
●
○
○
○６
）。
　
つ
づ
い
て
、
②
も
し
そ
の
上
に
平
声
や
入
声
の
漢
字
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
部
分
を
高
く
言
う
の
だ
と
い
う
。
例
と
し
て
「
第
二
第
三
〈
平
濁
平
平
濁
上
／
徴
徴
［
徴
角
］
角
〉」
が
あ
が
っ
て
い
る
（
○
○
○
○
○
●
●
：
●
●
●
●
○
○
○
、
傍
線
部
が
「
第
二
」
に
あ
た
る
）。
　
さ
ら
に
、
③
《
平
上
》
の
平
声
の
漢
字
が
「
一
字
假
名
ノ
字
」（
仮
名
一
字
で
一
拍
に
よ
む
漢
字
）
で
あ
れ
ば
「
本
聲
ノ
任
ニ
」
用
い
る
と
い
う
。
平
声
の
本
声
は
低
平
調
で
、
上
声
の
そ
れ
は
高
平
調
で
あ
る
か
ら
、
上
に
あ
る
平
声
字
を
低
く
、
下
に
あ
る
上
声
字
を
高
く
唱
え
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。「
四
身
〈
平
上
／
角
徴
〉」「
別
身
〈
入
濁
上
／
角
徴
〉」
が
そ
の
例
で
あ
る
。
　
ま
た
、
④
《
平
上
》
の
平
声
字
が
「
一
字
假
名
ノ
字
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
平
声
や
入
声
の
字
が
あ
る
場
合
は
「
一
字
ニ
テ
ハ
押
シ
難
キ
故
ニ
二
字
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押
シ
ト
云
フ
」
と
あ
る
。
も
し
「
受
用
身
〈
平
濁
平
上
／
徴
［
徴
角
］
角
〉」
の
よ
う
に
中
に
あ
る
漢
字
「
用
」
が
「
二
字
假
名
ノ
字
」
で
あ
れ
ば
前
記
②
に
し
た
が
え
ば
よ
い
が
、「
變
化
身
〈
平
平
上
／
徴
角
角
〉」
の
よ
う
に
中
に
あ
る
漢
字
「
化
」
が
「
一
字
假
名
ノ
字
」
の
と
き
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
下
降
調
●
○
に
発
音
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
上
の
「
變
」
と
あ
わ
せ
、「
變
化
」
と
し
て
下
降
調
に
唱
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
（「
變
化
身
」
●
●
○
○
○７
）。
　
第
九
條
は
、
①
《
平
去
》《
入
去
》
に
つ
い
て
「
倶
ニ
同
ク
上
ミ
ヲ
高
ク
下
モ
ヲ
卑
キ
ク
言
也
」
と
し
て
、「
四
曼
〈
平
去
／
徴
角
〉」「
密
乘
〈
入
去
／
徴
角
〉」
の
例
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に
、
②
そ
の
上
に
平
声
字
ま
た
は
入
声
字
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
を
「
倶
ニ
津
禮
天
高
ク
唱
フ
」
と
し
て
、「
六
大
四
曼
〈
入
平
濁
平
去
／
徴
徴
徴
角
〉」「
特
密
一
條
〈
平
入
入
去
濁
／
徴
徴
徴
角
〉」
を
例
示
す
る
。
　
第
十
條
は
《
去
去
》
の
場
合
で
、
こ
れ
は
「
意
バ
ザ
ル
法
度
」
で
あ
る
が
、
も
し
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
「
下
モ
ノ
去
聲
ヲ
上
聲
ニ
」
用
い
る
と
い
う
。
例
示
さ
れ
た
「
眞
言
〈
去
上
濁
／
［
角
徴
］
徴
〉」「
三
平
等
〈
去
上
新
濁
平
新
濁
／
［
角
徴
］
徴
角
〉」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
言
」「
平
」
が
と
も
に
呉
音
去
声
字
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
上
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る８
。
　
第
十
一
條
は
《
上
去
》
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
①
「
大
途
ハ
去
聲
ノ
字
ヲ
バ
上
聲
ニ
用
ヒ
來
ル
」
と
い
う
が
、
ま
れ
に
「
中
臺
〈
上
去
新
濁
／
徴
角
〉」
「
無
間
〈
上
去
／
徴
角
〉」
な
ど
の
よ
う
に
②
「
上
ミ
ヲ
高
ク
下
モ
ヲ
平
ラ
ニ
」
言
う
こ
と
が
あ
る
と
も
い
う９
。
　
第
十
二
條
は
《
平
平
》《
入
入
》
の
場
合
で
あ
っ
て
、
①
こ
れ
ら
は
「
共
ニ
平
ラ
ニ
之
ヲ
言
フ
」
と
あ
る
。
た
と
え
ば
「
大
智
〈
平
濁
平
／
（
左
）
角
角
（
右
）
徴
徴
〉」「
一
密
〈
入
入
／
（
左
）
角
角
（
右
）
徴
徴
〉」
の
よ
う
で
あ
る
。
節
博
士
が
左
右
に
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
「
平
ラ
ニ
」
と
い
う
と
き
は
低
平
調
と
高
平
調
と
い
ず
れ
の
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
②
「
數
字
連
續
シ
テ
一
句
ト
」
な
る
と
き
に
は
平
声
字
も
入
声
字
も
「
共
ニ
高
ク
之
ヲ
言
フ
」
と
し
て
、「
下
及
六
道
〈
平
濁
フ
入
濁
入
平
濁
／
徴
徴
徴
徴
〉
ト
〈
○
／
角
〉
文
」
「
大
智
舎
利
弗
〈
平
濁
平
平
平
入
／
徴
徴
徴
徴
徴
〉」
を
例
示
す
るＡ
。
そ
し
て
「
平
入
ハ
同
樣
ニ
出
合
ス
ル
也
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
　
第
十
三
條
は
、《
去
平
》《
去
上
》《
去
入
》《
上
上
》《
上
平
》《
平
入
》《
入
入
》
と
い
う
残
余
の
組
み
合
わ
せ
（《
入
入
》
は
前
條
と
重
複
）
を
一
括
し
て
「
何
レ
モ
聲
ノ
任
ニ
之
ヲ
唱
フ
」
と
し
て
い
る
。
　
以
上
で
二
字
か
ら
成
る
漢
語
に
お
け
る
声
調
の
組
み
合
わ
せ
は
一
通
り
説
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
平
上
去
入
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
か
ら
十
六
通
り
あ
っ
て
よ
い
が
、
こ
こ
で
は
《
上
入
》《
入
平
》《
入
上
》
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
《
入
上
》
に
つ
い
て
は
、
第
八
條
③
に
例
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
こ
と
も
で
き
る
。《
上
入
》
と
《
入
平
》
に
つ
い
て
も
第
十
二
條
の
「
平
入
ハ
同
シ
樣
ニ
出
合
ス
ル
也
」
を
拡
大
解
釈
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
も
ま
た
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
第
七
條
に
あ
る
「
三
五
ノ
出
合
」
と
は
な
に
を
数
え
た
も
の
か
。
あ
る
い
は
、
第
十
條
に
「
去
ト
去
ト
ハ
意
バ
ザ
ル
法
度
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
除
外
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
三
　
漢
語
句
の
音
調
に
つ
い
て
の
條
目
　
つ
づ
く
第
十
四
條
と
第
十
五
條
と
は
、
さ
ら
に
漢
語
が
連
続
し
て
一
語
句
を
な
す
場
合
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。
第
十
四
條
に
は
①
「
一
句
ノ
中
チ
ニ
同
ジ
方ヨウ
ナ
ル
移
リ
有
ル
ヲ
バ
上
下
ノ
音
便
ニ
隨
テ
一
處
ヲ
バ
任
運
ニ
之
ヲ
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唱
フ
」
と
あ
る
。
例
示
さ
れ
て
い
る
の
は
「
三
性
三
無
性
〈
去
平
新
濁
去
上
平
／
［
角
徴
］
角
角
角
角
〉」
で
あ
る
が
、「
三
性
〈
去
平
新
濁
〉」
と
「
三
無
性
〈
去
上
平
〉」
と
が
連
続
す
る
と
き
に
は
、
○
●
○
○
・
○
●
●
○
○
と
な
っ
て
、
音
調
の
高
い
と
こ
ろ
が
二
つ
に
分
断
さ
れ
、「
舌
内
ニ
勞
シ
ク
外
ノ
聞
惡
キ
ガ
故
ニ
」（
発
音
が
わ
ず
ら
わ
し
く
聞
き
に
く
い
の
で
）
○
●
○
○
○
○
○
○
○
と
「
任
運
ニ
」
唱
え
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
前
部
の
音
調
を
生
か
し
て
後
部
を
低
平
に
し
、
音
調
の
流
れ
に
さ
か
ら
わ
な
い
よ
う
に
唱
え
る
（「
任
運
ニ
之
ヲ
唱
フ
」）
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
うＢ
。
　
ま
た
、
②
「
若
シ
音
便
宜
ン
バ
何
ガ
程
モ
出
合
ス
可
シ
」
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
連
続
し
た
音
調
の
高
い
部
分
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
出
合
」
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
は
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
三
時
之
次
第
〈
去
上
濁
○
平
平
濁
／［
角
徴
］
徴
徴
徴
［
徴
角
］〉ヲ
〈
○
／
角
〉
　
「
三
時
之
」〈
去
上
○
〉
は
「
出
合
」
し
て
も
「
本
聲
ノ
任
ニ
」
唱
え
ら
れ
て
○
●
●
●ノ
で
あ
り
（
助
詞
ノ
は
前
と
同
じ
高
さ
に
な
る
）、
つ
づ
く
「
次
第
ヲ
〈
平
平
濁
○
〉」
は
「
出
合
」
に
よ
っ
て
（
○
○
○
●ヲ
：
）
●
●
○
○ヲ
と
な
る
（
助
詞
ヲ
は
本
来
高
拍
）。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
連
続
し
た
と
き
に
は
○
●
●
●ノ
●
●
○
○ヲ
と
な
っ
て
、
全
体
と
し
て
高
い
と
こ
ろ
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
。
こ
う
な
る
の
で
あ
れ
ば
（「
若
シ
音
便
宜
ン
バ
」）、
前
後
と
も
「
出
合
」
し
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
うＣ
。
　
第
十
五
條
は
「
一
句
ノ
中
デ
二
ツ
物
ヲ
二
ツ
ニ
分
ケ
テ
言
フ
ト
一
ツ
ニ
言
フ
ト
之
有
リ
」
と
し
て
、「
此
教
餘
教
〈
平
平
上
平
／
徴
徴
徴
角
〉」
と
言
え
ば
、「
此
教
」
と
「
餘
教
」
と
の
「
二
ツ
物
」
に
聞
こ
え
、「
此
教
餘
教
〈
平
平
上
平
／
徴
［
徴
角
］
角
角
〉」
と
言
え
ば
、「
教
〈
平
〉
ト
餘
〈
上
〉
ト
ニ
テ
出
合
フ
故
ニ
一
ツ
物
」
で
あ
る
と
い
う
。「
此
教
餘
教
」
を
「
此
の
教
え
」
と
「
ほ
か
の
教
え
」
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
「
二
ツ
物
」
の
単
な
る
連
続
と
し
て
発
音
す
る
と
き
に
は
、「
此
教
〈
平
平
〉」
は
第
十
二
條
に
よ
っ
て
〈
／
徴
徴
〉
と
な
り
、「
餘
教
〈
上
平
〉」
は
第
十
三
條
に
あ
る
よ
う
に
「
聲
ノ
任
ニ
之
ヲ
唱
フ
」
の
で
あ
る
か
ら
〈
／
徴
角
〉
と
な
る
。「
二
ツ
物
」
の
音
調
は
、
そ
れ
ら
が
連
続
し
て
「
此
教
餘
教
〈
平
平
上
平
／
徴
徴
徴
角
〉」
●
●
●
●
○
○
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、「
一
ツ
物
」
の
音
調
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
此
教0
〈
平
平
〉」
と
「
餘0
教
〈
上
平
〉」
の
接
す
る
「
教0
餘0
〈
平
上
〉」
に
お
い
て
「
出
合
」
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
第
八
條
②
「
上
ニ
入
聲
平
聲
ノ
字
有
ル
ト
モ
高
ク
之
ヲ
言
フ
」
に
準
じ
て
「
此
教
餘
〈
平
平
上
／
徴
［
徴
角
］
角
〉」
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
「
教
〈
平
〉」
が
低
く
続
い
て
●
●
○
○
○
○
に
発
音
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
ま
た
「
後
二
ノ
無
性
〈
平
濁
平
○
上
平
／
徴
徴
徴
徴
角
〉」
と
読
め
ば
「
二
ツ
物
」
で
あ
り
、「
後
二
ノ
無
性
〈
平
濁
平
○
上
平
／
徴
徴
角
角
角
〉」
と
読
め
ば
「
一
ツ
物
」
で
あ
る
と
も
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
後
二
〈
平
濁
平
〉」
と
「
無
性
〈
上
平
〉」
の
間
に
助
詞
ノ
が
介
在
す
る
が
、「
二
ツ
物
」
に
発
音
す
る
と
き
に
は
、「
後
二
ノ
〈
平
濁
平
（
平
）〉」
は
第
十
三
條
に
よ
っ
て
〈
／
徴
徴
徴
〉
と
な
り
、
そ
れ
と
「
無
性
〈
上
平
／
徴
角
〉」（
第
十
三
條
）
と
が
連
続
し
た
音
調
、
す
な
わ
ち
●
●
●ノ
●
○
○
と
な
る
。
対
し
て
、
こ
れ
を
「
一
ツ
物
」
に
発
音
す
る
場
合
は
、
さ
き
の
「
此
教
餘
教
」
の
説
明
に
準
じ
て
考
え
れ
ば
、「
後
二
ノ
」
と
「
無
性
」
の
間
の
「
ノ
無
」
の
と
こ
ろ
で
「
出
合
」
と
な
る
が
、
上
に
あ
る
助
詞
ノ
が
文
字
通
り
の
「
一
字
假
名
」
で
あ
る
か
ら
「
二
字
押
シ
」
と
な
っ
て
「
二
ノ
無
〈
平
（
平
）
上
／
徴
角
角
〉」
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○ノ
○
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
上
に
「
後
〈
平
濁
〉」
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
高
く
唱
え
て
「
後
二
ノ
無
性
〈
平
濁
平（
平
）上
平
／
徴
徴
角
角
角
〉」
●
●
○ノ
○
○
○
と
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
　
次
の
第
十
六
條
は
、
こ
こ
ま
で
の
例
外
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
つ
づ
く
第
十
七
條
は
「
假
名
ノ
高
下
」
す
な
わ
ち
助
詞
、
助
動
詞
（
と
き
に
は
活
用
語
尾
も
）
な
ど
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、「
假
名
ニ
ハ
上
平
ノ
二
聲
ノ
ミ
有
テ　
入
去
ノ
聲
無
キ
也
」
と
説
明
し
、
漢
字
と
仮
名
と
の
間
に
も
「
出
合
」
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
四
　
漢
字
四
字
か
ら
成
る
漢
語
句
の
音
調
　
つ
ぎ
に
、
前
節
に
記
さ
れ
た
漢
語
句
の
音
調
に
つ
い
て
の
説
明
を
確
認
し
て
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
漢
字
四
字
か
ら
成
る
漢
語
句
だ
け
を
対
象
に
し
、
そ
の
う
ち
で
も
と
く
に
、
前
後
二
字
ず
つ
ま
と
ま
り
を
な
し
て
連
な
る
漢
語
句Ｄ
（
一
部
に
梵
語
音
訳
語
も
含
む
）
を
取
り
出
し
て
検
討
す
る
。
網
羅
的
に
取
り
上
げ
る
に
は
十
分
な
紙
幅
も
な
い
の
で
、
代
表
的
な
例
を
あ
げ
て
本
書
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
い
ま
か
り
に
漢
字
四
字
の
語
句
の
前
項
二
字
を
Ａ
、
後
項
二
字
を
Ｂ
と
し
、
さ
ら
に
Ａ
の
第
一
字
を
a1
と
し
、
第
二
字
を
a2
と
す
る
。
同
様
に
Ｂ
の
第
一
字
、
第
二
字
を
そ
れ
ぞ
れ
b1
・
b2
と
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
Ａ
、
Ｂ
が
ど
の
よ
う
な
声
調
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
「
一
字
假
名
ノ
字
」
で
あ
る
か
、「
二
字
假
名
ノ
字
」
で
あ
る
か
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
と
は
語
構
成
が
異
な
る
も
の
や
音
調
の
変
容
し
て
い
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
は
除
く
こ
と
と
す
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
第
十
五
條
に
は
「
一
ツ
物
」「
二
ツ
物
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
換
言
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
一
ツ
物
」
と
は
、
す
で
に
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
の
段
階
で
四
字
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
し
、
四
字
全
体
と
し
て
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
「
体
系
変
化
」
を
経
た
（「
出
合
」
し
た
）
語
句
の
こ
と
で
、
そ
の
結
果
、
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
二
ツ
物
」
と
は
、
Ａ
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
二
字
漢
語
が
独
立
に
「
体
系
変
化
」
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
変
化
後
の
音
調
に
な
っ
て
か
ら
連
接
す
る
と
、
前
後
に
高
い
と
こ
ろ
が
分
断
さ
れ
て
、
と
き
に
音
調
の
つ
な
が
り
が
わ
る
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
十
四
條
①
は
そ
の
場
合
の
回
避
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
、
前
項
Ａ
の
音
調
を
生
か
し
、
後
項
Ｂ
を
低
平
に
唱
え
て
音
調
の
流
れ
を
よ
く
す
る
よ
う
に
、
と
記
し
て
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
体
系
変
化
」
を
経
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
と
し
て
Ａ
Ｂ
が
連
接
し
た
と
き
に
高
い
と
こ
ろ
が
連
続
し
、
音
調
の
流
れ
が
わ
る
く
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
音
調
の
ま
ま
唱
え
れ
ば
よ
い
、
と
第
十
四
條
②
に
記
し
て
あ
る
。
　
た
だ
し
、
Ａ
Ｂ
全
体
と
し
て
「
体
系
変
化
」
を
経
た
場
合
も
、
Ａ
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
に
「
体
系
変
化
」
を
経
た
場
合
も
、
そ
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
漢
語
句
の
音
調
に
は
、
少
な
く
と
も
節
博
士
を
み
る
か
ぎ
り
は
、
な
ん
ら
の
差
異
も
み
と
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
・
四
種
法
身
〈
平
平
入
去
／
徴
徴
徴
角
〉
元
禄
・
地
二
五
オ
５
　
た
と
え
ば
右
の
ご
と
き
は
「
四
種
の
法
身
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｂ
全
体
と
し
て
「
体
系
変
化
」
を
経
て
も
（
○
○
○
○
●
：
●
●
●
○
○
）、
Ａ
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
に
「
体
系
変
化
」
を
経
て
も
（
第
十
二
條
と
第
九
條
）、
そ
の
結
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果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
音
調
は
と
も
に
●
●
●
○
○
で
あ
っ
て
、
互
い
に
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
　
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
一
ツ
物
」
と
「
二
ツ
物
」
と
の
間
で
音
調
に
差
異
の
あ
る
場
合
と
は
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
漢
字
二
字
か
ら
な
る
漢
語
に
考
え
ら
れ
る
、
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
を
、
四
拍
と
三
拍
の
場
合
に
分
け
て
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
二
拍
の
場
合
は
省
略
す
る
）。《　
》
内
は
、
そ
の
よ
う
な
音
調
に
実
現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
声
調
の
組
み
合
わ
せ
を
示
す
。
こ
こ
で
は
《
入
》
と
《
フ
入
》
は
《
平
》
に
、《
入
軽
》
は
《
上
》
に
含
め
て
あ
る
。
三
拍
の
声
調
型
を
あ
ら
わ
す
と
き
に
「
ま
た
は
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
上
が
〔
二
拍
＋
一
拍
〕
の
場
合
、
下
が
〔
一
拍
＋
二
拍
〕
の
場
合
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
記
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ
るＥ
。
　
　
二
字
漢
語
（
四
拍
）　
　
　
　
二
字
漢
語
（
三
拍
）
（
一
）
●
●
●
●
《
上
上
》　　
（
一
）
●
●
●
《
上
上
》
（
二
）
●
●
●
○
《
上
平
軽
》　
（
二
）
●
●
○
《
上
平
》
ま
た
は
《
上
平
軽
》
（
三
）
●
●
○
○
《
上
平
》
（
四
）
●
○
○
○
《
平
軽
◎
》　
（
三
）
●
○
○
《
平
軽
◎
》
ま
た
は
《
上
平
》
（
五
）
○
○
○
○
《
平
平
》　　
（
四
）
○
○
○
《
平
平
》
（
六
）
○
○
○
●
《
平
去
》　　
（
五
）
○
○
●
《
平
上
》
ま
た
は
《
平
去
》
（
七
）
○
○
●
●
《
平
上
》
（
八
）
○
●
●
●
《
去
上
》　　
（
六
）
○
●
●
《
去
上
》
ま
た
は
《
平
上
》
（
九
）
○
○
●
○
《
平
平
軽
》
（
十
）
○
●
○
○
《
去
平
》
（
十
一
）
○
●
●
○《
去
平
軽
》　
（
七
）
○
●
○《
去
平
》ま
た
は《
平
平
軽
》
　
四
拍
の
（
六
）
と
（
七
）（
九
）
は
「
出
合
」
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
（
三
）
と
（
四
）
の
音
調
と
同
じ
に
な
り
、
三
拍
の
（
五
）
も
（
三
）
と
同
じ
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
出
合
」
に
よ
っ
て
下
降
調
ま
た
は
昇
降
調
に
な
る
、
四
拍
の
（
二
）
●
●
●
○
（
三
・
六
）
●
●
○
○
（
四
・
七
・
九
）
●
○
○
○
（
十
）
○
●
○
○
（
十
一
）
○
●
●
○
、
三
拍
の
（
二
）
●
●
○
（
三
・
五
）
●
○
○
（
七
）
○
●
○
が
前
項
Ａ
に
な
る
場
合
は
、
第
十
四
條
①
に
し
た
が
っ
て
、
前
項
Ａ
の
音
調
を
生
か
し
、
後
項
Ｂ
を
低
平
に
唱
え
て
、
音
調
の
流
れ
を
よ
く
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
一
方
、
Ａ
が
四
拍
の
（
一
）
●
●
●
●
ま
た
は
（
八
）
○
●
●
●
、
三
拍
の
（
一
）
●
●
●
ま
た
は
（
六
）
○
●
●
で
あ
り
、
か
つ
Ｂ
が
「
出
合
」
し
て
高
拍
に
は
じ
ま
る
音
調
に
な
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
第
十
四
條
②
に
し
た
が
う
こ
と
に
な
る
。
Ｂ
が
高
拍
に
は
じ
ま
る
音
調
は
四
拍
の
（
一
）
●
●
●
●
、
（
二
）
●
●
●
○
、（
三
・
六
）
●
●
○
○
お
よ
び
（
四
・
七
・
九
）
●
○
○
○
、
三
拍
の
（
一
）
●
●
●
、（
二
）
●
●
○
お
よ
び
（
三
・
五
）
●
○
○
で
あ
る
。
　
た
だ
し
こ
こ
に
、
Ｂ
が
「
出
合
」
に
よ
っ
て
高
拍
に
は
じ
ま
る
音
調
に
変
化
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
四
拍
の
（
六
）（
七
）（
九
）
お
よ
び
三
拍
の
（
五
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
語
句
全
体
に
二
種
類
の
節
博
士
の
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
・
嘉
祥
大
師
〈
上
上
平
濁
上
／
徴
徴
［
徴
角
］
角
〉

貞
享
・
上
一
〇
ウ
１　
元
禄
・
天
二
八
ウ
２
・
慈
恩
大
師
〈
上
濁
上
平
濁
上
／
徴
徴
角
角
〉
元
禄
・
地
三
二
オ
１
　
右
の
第
一
例
の
節
博
士
が
あ
ら
わ
す
も
の
は
、
Ｂ
が
そ
れ
だ
け
で
「
出
合
」
し
て
、
Ａ
に
つ
ら
な
っ
た
音
調
で
あ
る
が
、
第
二
例
は
、
声
点
の
あ
ら
わ
す
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音
調
（
●
●
●
○
○
●
）
か
ら
直
接
に
調
整
さ
れ
て
●
●
●
○
○
○
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、同
じ
大
師
号
で
あ
っ
て
も
「
一
ツ
物
」
と
「
二
ツ
物
」
の
二
種
類
の
音
調
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
第
二
例
の
よ
う
な
音
調
を
示
す
節
博
士
は
、
ほ
か
に
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
・
能
詮
所
詮
〈
去
上
平
去
／
［
角
徴
］
徴
徴
角
〉

貞
享
・
上
一
六
オ
６　
元
禄
・
地
三
オ
１
　
同
様
な
も
の
に
右
の
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
「
二
ツ
物
」
の
音
調
で
あ
っ
て
、
語
句
の
構
成
も
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
「
所
詮
」
は
そ
れ
だ
け
で
○
○
●
：
●
○
○
と
い
う
変
化
を
経
て
、
Ａ
「
能
詮
」
○
●
●
●
に
続
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
・
雜
ッ
修
靜
慮
〈
入
濁
上
平
濁
上
／
角
徴
角
角
〉
貞
享
・
上
二
二
ウ
６
・
雜
ッ
修
靜
慮
〈
入
濁
上
平
濁
上
／
角
徴
［
徴
角
］
角
〉

元
禄
・
地
二
〇
ウ
１
　
右
の
例
は
、
同
じ
語
句
に
対
し
て
貞
享
版
と
元
禄
版
と
で
異
な
る
節
博
士
を
付
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
貞
享
版
は
、
Ａ
「
雜
修
」
と
Ｂ
「
靜
慮
」
と
が
、
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
を
も
と
に
、
高
い
と
こ
ろ
を
分
断
し
な
い
よ
う
後
部
を
低
平
に
調
整
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
（
○
●
○
○
●
：
○
●
○
○
○
）。
一
方
、
元
禄
版
は
Ａ
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
に
「
出
合
」
の
変
化
を
へ
て
、
Ａ
「
雜
修
」
○
●
に
Ｂ
「
靜
慮
」（
○
○
●
：
●
○
○
）
が
つ
ら
な
っ
た
音
調
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
享
版
の
音
調
は
、「
雜
修
」
と
「
靜
慮
」
と
が
早
く
か
ら
一
連
の
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
五
　
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
低
平
調
の
漢
語
　
最
後
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
Ａ
と
Ｂ
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
低
平
で
あ
る
と
きＦ
、
そ
の
語
句
に
付
さ
れ
た
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
低
平
で
あ
る
の
は
、
四
拍
の
（
五
）
と
三
拍
の
（
四
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
第
十
二
條
①
に
、
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
高
平
ま
た
は
低
平
に
な
る
、
と
あ
る
。
　
第
一
に
、
Ｂ
の
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
が
低
平
の
場
合
を
取
り
あ
げ
る
。
そ
の
う
ち
①
Ａ
に
付
せ
ら
れ
た
節
博
士
が
下
降
調
ま
た
は
昇
降
調
を
あ
ら
わ
す
場
合
は
、
一
連
の
語
句
の
音
調
と
し
て
は
、
Ａ
の
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
を
生
か
し
て
、
Ｂ
に
低
平
調
の
節
博
士
が
付
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
②
Ａ
の
声
点
0
0
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
高
平
の
場
合Ｇ
、
さ
ら
に
③
Ａ
の
節
博
士
0
0
0
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
上
昇
の
場
合
も
、
同
様
に
Ｂ
は
低
平
調
に
唱
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、
こ
れ
ら
に
例
外
は
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
　
と
く
に
右
の
②
と
③
の
場
合
に
は
、
Ｂ
が
単
独
で
変
化
す
れ
ば
高
平
調
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
Ｂ
が
（
Ａ
末
尾
の
）
高
拍
に
直
接
つ
づ
く
と
き
は
、
た
と
え
左
の
第
一
例
の
ご
と
く
明
ら
か
に
「
二
ツ
物
」
の
語
句
で
あ
っ
て
も
、
Ｂ
部
分
の
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
は
低
平
調
で
あ
る
。
・
聰
明
暗
愚
〈
去
上
平
平
濁
／
［
角
徴
］
徴
角
角
〉
元
禄
・
天
三
五
オ
６
・
身
邊
二
見
〈
去
上
新
濁
平
平
／
［
角
徴
］
徴
角
角
〉

貞
享
・
上
二
七
ウ
１　
元
禄
・
地
二
八
ウ
６
・
加
持
世
界
〈
上
上
濁
平
平
／
徴
徴
角
角
〉
元
禄
・
天
二
八
ウ
１
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こ
れ
を
要
す
る
に
、
Ａ
の
末
尾
が
高
拍
で
あ
る
と
き
（
す
な
わ
ち
、
Ａ
に
付
せ
ら
れ
た
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
高
平
ま
た
は
上
昇
の
と
き
）、
こ
れ
に
つ
づ
く
Ｂ
（
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
低
平
）
は
、
Ａ
Ｂ
と
い
う
語
句
の
な
か
で
も
低
平
調
で
あ
ら
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
第
二
に
、
Ａ
の
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
が
低
平
の
場
合
を
取
り
あ
げ
る
。
そ
の
う
ち
第
十
五
條
の
「
此
教
餘
教
」
と
同
じ
よ
う
な
「
出
合
」
に
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
Ａ
は
低
平
、
Ｂ
は
下
降
の
語
句
を
始
め
に
検
討
す
る
。
　
つ
ぎ
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
a2
が
二
拍
に
唱
え
ら
れ
る
語
句
で
あ
る
が
、
そ
の
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
「
一
ツ
物
」
と
「
二
ツ
物
」
の
節
博
士
が
み
え
る
。
「
善
染
」
ま
た
は
「
善
惡
」
に
つ
い
て
「
無
記
」（
無
記
答
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ら
「
一
ツ
物
」
で
、「
善
と
染
」
ま
た
は
「
善
と
惡
」
と
、「
無
記
」
（
善
で
も
悪
で
も
な
い
も
の
）
と
を
並
列
し
て
い
る
の
な
ら
「
二
ツ
物
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
・
善
染
無
記
〈
平
濁
平
濁
上
平
／
（
左
）
徴
［
徴
角
］
角
角
（
右
）
徴
徴
徴
角
〉

元
禄
・
地
三
五
ウ
５
・
善
惡
無
記
〈
平
濁
入
上
平
／
（
左
）
徴
［
徴
角
］
角
角
（
右
）
徴
徴
徴
角
〉

元
禄
・
地
三
五
ウ
５
　
同
様
な
も
の
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
Ａ
は
a1
と
a2
と
が
対
立
ま
た
は
並
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
い
う
構
成
の
語
句
が
そ
ろ
う
よ
う
で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
音
調
の
う
え
で
「
一
ツ
物
」
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
・
分
滿
不
二
〈
平
濁
平
上
平
／
徴
［
徴
角
］
角
角
〉
元
禄
・
地
一
一
ウ
２
・
性
惡
不
斷
〈
平
入
上
平
濁
／
徴
［
徴
角
］
角
角
〉
元
禄
・
地
二
四
ウ
４
　
ま
た
左
の
二
例
は
、
Ａ
が
Ｂ
を
修
飾
す
る
構
成
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
に
も
「
一
ツ
物
」
の
音
調
を
あ
ら
わ
す
節
博
士
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
・
六
大
無
礙
〈
入
平
濁
上
平
濁
／
徴
［
徴
角
］
角
角
〉

貞
享
・
上
三
オ
１　
元
禄
・
天
一
一
ウ
４
・
分
分
破
折
〈
平
濁
平
濁
上
入
／
徴
［
徴
角
］
角
角
〉
元
禄
・
地
一
一
ウ
４
　
そ
れ
で
は
次
に
「
二
ツ
物
」
の
節
博
士
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
検
討
す
る
。
・
比
量
非
量
〈
平
平
上
平
／
徴
徴
徴
角
〉

貞
享
・
上
二
八
ウ
３　
元
禄
・
地
三
三
ウ
３
・
性
德
修
得
〈
平
入
濁
上
入
／
徴
徴
徴
角
〉
元
禄
・
地
二
四
ウ
４
　
右
の
第
一
例
は
「
比
量
」
と
「
非
量
」
と
の
「
二
ツ
物
」
の
節
博
士
を
付
す
。「
比
量
〈
平
平
／
徴
徴
〉」
は
第
十
二
條
に
よ
り
、「
非
量
〈
上
平
／
徴
角
〉」
は
第
十
三
條
に
よ
っ
て
「
聲
ノ
任
ニ
」
唱
え
る
。
第
二
例
も
「
性
德
」
と
「
修
得
」
と
の
連
接
で
あ
ろ
う
か
ら
「
二
ツ
物
」
で
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
　
つ
ぎ
に
a2
の
漢
字
が
一
拍
に
読
ま
れ
る
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
と
き
に
は
Ａ
Ｂ
が
「
一
ツ
物
」
で
あ
れ
ば
「
二
字
押
シ
」
に
な
る
。
・
畫エ
作
諸
佛
〈
平
平
上
入
濁
／
徴
角
角
角
〉

貞
享
・
上
二
八
オ
５　
元
禄
・
地
三
二
ウ
３
・
八
事
和
合
〈
入
平
濁
上
フ
入
濁
／
徴
角
角
角
〉

貞
享
・
上
一
三
オ
３　
元
禄
・
天
一
三
オ
３
　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
「
二
ツ
物
」
の
節
博
士
が
付
さ
れ
た
例
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
、
左
の
二
例
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｂ
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
語
句
に
も
、
い
わ
ゆ
る
「
一
ツ
物
」
の
音
調
を
あ
ら
わ
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す
節
博
士
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
・
性
具
修
具
〈
平
平
濁
上
平
濁
／
徴
角
角
角
〉
元
禄
・
地
二
四
ウ
４
・
擇
地
造
壇
〈
入
濁
平
濁
上
濁
平
濁
／
徴
角
角
角
〉

貞
享
・
上
八
オ
５　
元
禄
・
天
二
二
ウ
６
　
総
じ
て
「
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」「
Ａ
が
Ｂ
す
る
」「
Ｂ
を
Ａ
す
る
」「
Ａ
の
Ｂ
」
「
Ａ
の
よ
う
に
Ｂ
す
る
」
な
ど
の
構
成
の
も
の
が
「
一
ツ
物
」
の
音
調
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、「
二
ツ
物
」
の
音
調
を
あ
ら
わ
す
節
博
士
は
、
Ａ
と
Ｂ
と
の
並
列
し
た
も
の
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
a2
の
漢
字
が
一
拍
に
読
ま
れ
る
語
句
に
は
、
た
と
え
そ
の
構
成
が
「
二
ツ
物
」
の
語
句
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
音
調
を
あ
ら
わ
す
節
博
士
の
付
さ
れ
た
例
を
み
な
い
の
で
あ
る
。
　
つ
づ
い
て
Ｂ
に
付
せ
ら
れ
た
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
高
平
の
も
の
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
事
情
は
、
前
項
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、次
の
よ
う
に
「
一
ツ
物
」
の
例
が
多
く
み
と
め
ら
れ
る
が
、「
二
ツ
物
」
の
節
博
士
も
一
例
（
左
の
第
二
例
）
だ
け
確
認
で
き
た
。
a2
が
一
拍
に
読
ま
れ
る
漢
字
の
場
合
は
、
次
の
第
三
例
の
よ
う
で
あ
る
が
「
二
字
押
シ
」
の
音
調
が
節
博
士
に
み
ら
れ
、
そ
れ
を
「
二
ツ
物
」
の
音
調
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
・
性
相
兩
宗
〈
平
平
上
上
／
徴
［
徴
角
］
角
角
〉
元
禄
・
地
二
四
ウ
５
・
相
説
旨
陳
〈
平
入
上
上
濁
／
徴
徴
徴
徴
〉
元
禄
・
地
二
〇
オ
２
・
法
譬
不
齊
〈
入
平
上
上
濁
／
徴
角
角
角
〉
元
禄
・
天
一
七
オ
６
　
つ
ぎ
に
は
Ｂ
の
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
上
昇
調
ま
た
は
昇
降
調
の
場
合
を
あ
つ
か
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
の
場
合
も
「
一
ツ
物
」
と
「
二
ツ
物
」
の
音
調
に
つ
い
て
区
別
が
つ
か
な
い
。
た
と
え
ば
左
の
例
は
、
そ
の
語
句
の
構
成
か
ら
し
て
「
二
ツ
物
」
と
み
て
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
か
ら
そ
れ
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
・
九キウ
流リウ
百ハク
氏
〈
平
平
入
上
／
徴
徴
［
徴
角
］
角
〉
元
禄
・
地
二
一
ウ
６
・
背
暗
向
明
〈
平
平
平
去
／
徴
徴
徴
角
〉

貞
享
・
天
三
ウ
４　
元
禄
・
天
一
三
ウ
１
　
同
様
に
次
の
例
は
、
そ
の
語
句
の
構
成
か
ら
し
て
Ａ
と
Ｂ
に
分
か
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
や
は
り
そ
の
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
か
ら
「
一
ツ
物
」
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
言
う
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
・
理
在
絶
言
〈
平
平
濁
入
濁
上
濁
／
徴
徴
［
徴
角
］
角
〉

貞
享
・
上
九
オ
３　
元
禄
・
天
二
五
オ
３
・
六
大
法
身
〈
入
平
濁
入
去
／
徴
徴
徴
角
〉
元
禄
・
天
一
一
ウ
２
　
以
上
で
Ａ
の
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
低
平
の
場
合
を
概
観
し
た
が
、
こ
の
と
き
Ａ
の
節
博
士
は
か
な
ら
ず
高
平
調
を
あ
ら
わ
す
。
こ
れ
は
、
Ｂ
の
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
低
平
の
場
合
に
、
そ
の
節
博
士
が
か
な
ら
ず
低
平
調
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
　
第
十
五
條
は
「
此
教
餘
教
〈
平
平
上
平
〉」
の
よ
う
な
特
定
の
声
点
の
付
せ
ら
れ
た
語
句
に
つ
い
て
だ
け
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
種
種
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
、《
語
彙
篇
》
の
例
に
徴
し
て
み
る
と
、「
一
ツ
物
」「
二
ツ
物
」
の
音
調
上
の
区
別
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。し
か
し
、一
方
で
ま
た
、〈
平
平
上
平
〉
と
は
異
な
る
声
点
の
付
せ
ら
れ
た
語
句
に
二
つ
の
異
な
る
音
調
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
「
一
ツ
物
」「
二
ツ
物
」
の
区
別
に
役
立
つ
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に
　
『
補
忘
記
』
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
出
合
」
の
法
則
を
箇
条
書
き
に
し
た
な
か
に
、
漢
語
句
の
音
調
に
つ
い
て
、
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
と
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
と
の
関
係
を
述
べ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
論
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
点
に
着
目
し
て
、
問
題
の
二
條
（
第
十
四
條
と
第
十
五
條
）
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
。
　
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
漢
語
句
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
仏
教
関
係
の
も
の
で
あ
っ
て
、
日
常
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
声
点
と
節
博
士
と
の
対
応
関
係
を
説
明
す
る
條
々
も
、
こ
の
世
界
に
長
く
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
ち
に
あ
る
特
定
の
地
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
結
び
付
け
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、
第
十
四
條
と
第
十
五
條
と
の
内
容
は
、
漢
語
が
連
接
し
て
漢
語
句
を
な
す
場
合
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
と
く
に
第
十
五
條
は
、
ほ
か
の
論
議
書
に
こ
れ
ほ
ど
詳
し
く
記
し
て
い
る
も
の
を
見
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
『
補
忘
記
』
の
編
者
で
あ
る
観
応
の
創
見
に
か
か
る
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
と
り
わ
け
「
一
ツ
物
」「
二
ツ
物
」
と
い
う
こ
と
ば
で
漢
語
句
の
構
成
と
音
調
と
の
関
係
を
と
ら
え
、
そ
れ
を
漢
字
一
字
一
字
の
呉
音
声
調
と
の
対
応
に
お
い
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
行
き
届
い
た
も
の
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
相
応
に
評
価
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
、『
補
忘
記
』
の
学
史
的
意
義
に
一
点
を
付
け
加
え
て
御
批
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。
注（
１
）　
「
出
合
」
に
つ
い
て
は
、
桜
井
茂
治
が
、
小
西
甚
一
（
一
九
四
八
、
四
七
九
頁
）
に
「
聲
明
家
が
字
を
續
け
て
誦
す
る
と
き
は
、
上
と
の
續
き
工
合
で
、
必
ず
し
も
固
有
の
聲
調
を
守
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
か
や
う
に
上
字
と
の
聯
關
に
よ
り
固
有
の
聲
調
を
變
ず
る
の
が
、
い
は
ゆ
る
出
合
で
あ
る
。
出
合
は
ど
の
や
う
な
聲
調
に
か
は
つ
て
も
よ
い
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
何
と
何
と
の
出
合
は
何
に
か
は
る
と
の
法
則
が
決
め
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
の
を
引
き
、
ま
た
金
田
一
春
彦
（
一
九
五
一
、
六
七
二
頁
）
に
「
平
聲
の
文
字
も
位
置
に
よ
つ
て
必
ず
し
も
低
平
調
に
ば
か
り
は
唱
へ
ず
、
上
聲
の
文
字
も
位
置
に
よ
つ
て
は
必
ず
し
も
高
平
調
に
ば
か
り
は
唱
へ
な
い
や
う
で
あ
る
。『
補
忘
記
』
の
別
の
個
所
に
出
て
ゐ
る
出
合
の
法
則
な
る
も
の
を
熟
讀
し
て
見
る
と
、
之
は
國
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
鎌
倉
時
代
に
大
き
な
轉
換
を
蒹
げ
た
そ
の
結
果
生
じ
た
も
の
…
」
と
あ
る
の
を
引
い
た
う
え
で
、「《
出
合
》
は
、
仏
家
の
声
明
の
一
種
で
あ
る
《
論
議
》
で
行
わ
れ
た
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
の
法
則
で
あ
る
」（
桜
井
一
九
五
七
、
七
七
頁
）
と
結
論
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
記
し
て
お
く
だ
け
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
に
お
け
る
「
出
合
」
と
い
う
語
の
用
い
方
に
つ
い
て
は
注（
12
）を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
２
）　
服
部
四
郎
（
一
九
四
二
、
一
二
九
～
一
三
〇
頁
）
は
、
編
者
観
応
の
生
国
が
下
野
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
て
「
そ
の
言
葉
も
純
粋
の
近
畿
方
言
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
」
と
し
な
が
ら
も
、「
詞
字
ハ
仮
名
ノ
高
下
ニ
依
ラ
ズ
洛
陽
之
詞
ヲ
以
テ
正
ト
爲
シ
テ
之
ヲ
習
フ
ベ
シ
」
と
あ
る
こ
と
を
引
い
て
「
和
語
に
つ
い
て
は
、
右
の
如
き
記
事
が
あ
る
か
ら
、
當
時
の
京
都
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
つ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
し
て
考
察
を
進
め
た
。
一
方
、
漢
語
に
つ
い
て
は
「
漢
語
の
四
聲
は
隨
分
師
傳
を
重
ん
じ
た
樣
だ
」
と
簡
単
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
金
田
一
春
彦
（
一
九
四
三
、
一
七
九
頁
）
は
「
近
世
初
期
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
記
載
し
た
と
思
は
れ
る
文
献
」
と
し
て
本
書
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
漢
語
に
つ
い
て
も
同
（
一
九
五
一
、
六
五
三
～
四
頁
）
に
「
當
時
、
佛
教
關
係
の
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
佛
家
で
も
民
間
で
も
一
致
す
る
方
が
普
通
で
あ
つ
た
こ
と
と
思
ふ
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
（
３
）　
桜
井
茂
治
（
一
九
六
六
）
に
よ
れ
ば
、
論
議
の
始
行
期
（
成
立
期
）
は
水
原
堯
栄
『
高
野
山
法
談
論
議
攷
』（
一
九
三
八
）
な
ど
に
よ
っ
て
応
永
年
間
（
一
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五
世
紀
は
じ
め
頃
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
頃
に
は
い
ま
だ
「
出
合
」
が
法
則
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
声
点
と
節
博
士
と
の
対
応
関
係
も
は
っ
き
り
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
「
出
合
」
は
「
室
町
時
代
初
期
の
も
の
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
」
は
で
き
ず
、「
時
代
的
に
室
町
中
期
以
後
に
声
明
家
に
お
い
て
成
っ
た
も
の
」
で
あ
り
、
一
方
で
『
大
疏
百
条
第
三
重
読
曲
』
の
巻
末
に
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
と
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
「
出
合
」
の
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
桜
井
は
「
こ
の
時
期
を
《
出
合
》
成
立
の
〈
下
限
〉」
と
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
う
し
た
、
い
ろ
い
ろ
の
資
料
を
駆
使
し
て
得
ら
れ
る
「
補
忘
記
」
の
字
音
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
結
ん
で
い
る
。
な
お
、「
出
合
」
の
始
行
期
に
つ
い
て
、
室
町
前
期
（
応
永
五
年
以
前
の
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
時
期
）
に
表
白
の
世
界
で
成
立
し
て
い
た
と
い
う
金
井
英
雄
（
一
九
九
二
）
の
説
が
あ
る
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
（
４
）　
下
野
出
身
の
観
応
が
周
囲
か
ら
教
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
自
身
で
観
察
し
た
和
語
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
ど
れ
ほ
ど
均
質
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
根
来
寺
以
来
の
伝
統
で
は
「
洛
陽
ノ
詞
ヲ
正
ト
爲
シ
テ
」
い
た
こ
と
だ
け
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
主
と
し
て
京
都
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
と
く
に
「
和
州
、
紀
州
あ
た
り
」
と
言
わ
な
い
の
は
、
高
野
山
、
根
来
寺
に
集
ま
る
僧
侶
に
、
ど
れ
ほ
ど
そ
の
土
地
（
和
州
、
紀
州
）
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
影
響
し
て
い
た
か
を
疑
う
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
ま
た
、
馬
淵
が
「
仮
名
」
は
和
語
を
、「
詞
」
は
漢
語
を
あ
ら
わ
す
と
す
る
の
に
も
、
に
わ
か
に
は
同
意
で
き
な
い
。
本
書
で
「
假
名
」
と
い
う
場
合
は
、
漢
語
の
字
音
よ
み
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
和
語
で
も
助
詞
・
助
動
詞
や
活
用
語
尾
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
を
あ
ら
わ
す
一
つ
ひ
と
つ
の
仮
名
に
高
低
が
定
ま
る
場
合
に
も
言
う
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、『
補
忘
記
』
に
お
け
る
論
述
の
流
れ
を
考
え
る
と
き
、
和
語
の
自
立
語
に
つ
い
て
ま
で
「
假
名
」
と
よ
ん
で
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
一
方
で
「
詞
」
と
は
「
假
名
ノ
高
下
ニ
依
ラ
」
な
い
も
の
（
一
つ
ひ
と
つ
の
仮
名
に
高
低
が
定
ま
ら
な
い
も
の
）、
す
な
わ
ち
和
語
の
自
立
語
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
（
５
）　
新
井
弘
順
（
一
九
九
七
）
に
も
『
補
忘
記
』
の
節
博
士
に
つ
い
て
の
詳
し
い
解
説
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
と
は
別
の
立
場
か
ら
考
察
す
る
。
な
お
、「
出
合
」
に
つ
い
て
国
語
学
的
観
点
か
ら
考
察
し
た
論
文
に
桜
井
茂
治
（
一
九
五
七
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
っ
て
一
覧
に
し
て
み
せ
た
も
の
に
清
水
史
（
一
九
八
三
）
が
あ
る
。
ま
た
研
究
史
を
解
説
し
た
桜
井
（
一
九
九
四
）
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
有
益
で
あ
る
。
（
６
）　
声
点
は
、
漢
字
一
字
一
字
に
定
ま
る
調
類
（
本
書
に
記
さ
れ
た
も
の
の
多
く
は
呉
音
）
を
、
漢
字
の
四
隅
や
四
辺
に
付
さ
れ
る
点
の
位
置
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
と
き
に
は
仮
名
に
も
付
け
ら
れ
て
、
そ
れ
が
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
あ
ら
わ
す
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
節
博
士
は
音
階
（
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
五
音
）
を
あ
ら
わ
す
線
状
（
線
条
）
の
記
号
で
あ
る
。
本
稿
で
は
声
点
（
平
・
平
軽
・
上
・
去
・
入
・
入
軽
・
フ
入
・
毘
）
と
節
博
士
（
お
も
に
角かく
と
徴ち
）
と
を
〈
／
〉
内
に
示
す
（
／
の
上
に
声
点
、
下
に
節
博
士
を
記
す
。
な
お
、
声
点
ま
た
は
節
博
士
の
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
○
と
す
る
）。
こ
と
ば
の
音
調
と
の
対
応
を
考
え
る
う
え
で
は
、〈
角
〉
す
な
わ
ち
文
字
の
左
傍
中
央
に
付
さ
れ
た
平
ら
な
線
状
譜
は
低
い
音
と
、〈
徴
〉
す
な
わ
ち
文
字
の
左
傍
中
央
か
ら
左
あ
が
り
に
付
さ
れ
た
線
状
譜
は
高
い
音
と
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
（
節
博
士
と
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
金
田
一
春
彦
一
九
四
二
、
一
七
二
～
一
七
六
頁
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
）。
字
音
読
み
の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
漢
字
一
字
に
一
つ
の
節
博
士
が
配
当
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
二
拍
分
に
当
た
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
そ
れ
が
下
降
調
や
上
昇
調
に
な
る
と
き
に
は
、複
合
し
た
線
状
譜
が
付
け
ら
れ
る
。こ
こ
で
は
、そ
れ
ら
を
［
徴
角
］・
［
角
徴
］
の
よ
う
に
［　
］
に
括
っ
て
あ
ら
わ
す
。
字
音
読
み
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
に
伝
統
が
あ
り
、
と
く
に
呉
音
に
読
む
場
合
に
は
多
く
の
漢
字
が
中
国
伝
来
の
韻
書
と
は
異
な
る
調
類
に
属
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
調
類
（
平
上
去
入
な
ど
）
に
属
す
る
漢
字
は
、
古
く
日
本
漢
字
音
と
し
て
固
定
し
た
声
調
と
対
応
し
、
そ
の
調
類
の
名
称
が
そ
の
ま
ま
そ
の
声
調
（
調
値
）
を
も
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
声
と
い
え
ば
低
平
調
、
上
声
と
い
え
ば
高
平
調
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
（
以
下
、
平
声
軽
は
下
降
調
、
去
声
は
上
昇
調
、
入
声
重
は
低
平
調
、
入
声
軽
は
高
平
調
を
あ
ら
わ
し
た
。
金
田
一
春
彦
一
九
五
一
な
ど
）。
平
安
鎌
倉
期
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
0
0
0
0
0
そ
の
よ
う
な
日
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本
漢
字
音
と
し
て
の
字
音
声
調
に
も
と
づ
い
て
発
音
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
本
書
で
は
こ
れ
を
「
本
聲
ノ
任
」
と
い
う
）。し
か
し
、南
北
朝
期
に
あ
っ
た
、
和
語
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
「
体
系
変
化
」
が
高
野
山
、
根
来
寺
な
ど
の
漢
語
の
発
音
に
も
影
響
し
て
、
そ
こ
に
同
様
な
変
化
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
出
合
」
の
法
則
と
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
と
き
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
（
桜
井
一
九
五
七
）。
本
書
の
節
博
士
が
反
映
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
変
化
後
の
音
調
と
考
え
ら
れ
る
。
（
７
）　
な
お
、
元
禄
版
で
は
、
こ
の
④
が
別
條
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
全
二
十
條
に
な
る
。
（
８
）　
第
八
條
に
は
、《
平
上
》
の
平
声
字
（
二
拍
）
を
「
押
ス
」
と
説
明
し
て
も
、
こ
れ
に
下
降
調
を
指
示
す
る
平
声
軽
点
の
付
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
る
に
《
去
去
》
の
場
合
に
は
す
で
に
《
去
上
》
の
声
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
《
去
》
○
●
と
《
上
》
●
●
の
通
用
は
、
そ
れ
が
声
点
に
反
映
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
二
字
假
名
」
の
平
声
字
が
「
押
シ
テ
」
●
○
に
発
音
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
声
点
に
は
反
映
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
○
●
○
●
：
○
●
●
●
と
○
○
●–
：
●
○
○–
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
質
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
時
間
的
に
異
な
る
時
期
に
生
起
し
た
変
化
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
（
９
）　
こ
の
場
合
、
声
点
に
つ
い
て
は
《
上
去
》
と
付
さ
れ
て
い
る
が
、《
語
彙
篇
》
に
は
《
上
平
》
と
差
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
声
点
に
は
あ
ら
わ
れ
ず
に
節
博
士
に
の
み
反
映
す
る
変
化
よ
り
も
、
声
点
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
変
化
の
方
が
、
よ
り
早
く
生
起
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
笑
」
字
は
漢
音
・
呉
音
と
も
に
去
声
で
あ
る
。「
微ミ
笑
〈
上
平
／
徴
角
〉」
貞
享
・
上
二
四
ウ
７　
元
禄
・
地
二
四
オ
３
（
10
）　
「
數
字
連
續
シ
テ
一
句
ト
」
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、『
四
声
開
合
初
心
鈔
』
（
有
坂
氏
旧
蔵
の
金
田
一
本
、
版
本
一
冊
）
に
も
記
載
が
あ
る
。
桜
井
（
一
九
五
七
、
六
五
頁
）
な
ど
参
照
。
（
11
）　
『
四
声
開
合
初
心
鈔
』（
前
出
）
に
も
同
じ
よ
う
な
一
項
が
あ
る
。「
一
句
ノ
中
チ
ニ
同（
ジ
）移
リ
有
ラ
バ
一
處
ハ
上
下
ノ
音
便
ニ
随
テ
任
運
ニ
之（
ヲ
）唱（
フ
）可
（
シ
）三
密
平
等
〈
去
入
去
濁
平
濁
／
［
角
徴
］
角
角
角
〉
ノ
如（
キ
）也　
惣
ジ
テ
本
ノ
任
ニ
之
ヲ
唱
フ
レ
バ
舌
内
労
シ
ク
外
カ
ノ
聞
悪
キ
故
上
下
ノ
便
リ
ニ
従
テ
任
運
ニ
唱（
フ
）可（
キ
）也
」
（
12
）　
第
七
條
に
は
、「
出
合
」
を
説
明
し
て
「
四
聲
ノ
任
ニ
唱
ヘ
ラ
レ
ザ
ル
連
續
之
有
ル
故
ニ
出
合
ヲ
以
テ
之
ヲ
唱
フ
」
と
あ
る
の
で
、「
四
聲
ノ
任
ニ
唱
ヘ
ラ
レ
ザ
ル
」
場
合
に
限
定
し
て
「
出
合
」
と
い
う
の
か
と
思
わ
れ
、
桜
井
茂
治
（
一
九
五
七
）
以
下
、
そ
れ
に
つ
づ
く
諸
論
文
で
も
そ
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、『
補
忘
記
』
で
も
、
ま
た
桜
井
ほ
か
の
諸
論
文
で
も
、
広
く
「
本
聲
ノ
任
ニ
」
唱
え
る
場
合
を
含
め
て
「
出
合
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
本
稿
で
も
「
出
合
」
を
そ
の
よ
う
に
用
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
と
節
博
士
の
あ
ら
わ
す
音
調
と
に
違
い
が
な
く
て
も
、
漢
字
と
漢
字
と
が
連
続
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
に
、
字
音
声
調
と
読
誦
音
調
と
い
う
観
点
か
ら
そ
れ
を
取
り
あ
げ
る
と
き
に
「
出
合
」
あ
る
い
は
「
出
合
ス
ル
」
な
ど
と
い
う
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
（
13
）　
「
漢
字
四
字
か
ら
成
る
漢
語
句
」
で
「
前
後
二
字
ず
つ
ま
と
ま
り
を
な
し
て
連
な
る
漢
語
句
」
と
は
、「
宮
室
殿
堂
」（
貞
享
・
上
一
七
ウ
６　
元
禄
・
地
六
ウ
３
）
の
よ
う
な
二
つ
の
も
の
が
並
列
し
た
語
句
ば
か
り
で
な
く
、
た
と
え
ば
「
進
退
不
定
」（
貞
享
・
上
二
七
ウ
７　
元
禄
・
地
三
〇
オ
５
）
の
よ
う
に
、
Ａ
（
前
項
二
字
）
が
そ
の
語
句
の
主
題
を
な
す
も
の
、
あ
る
い
は
Ｂ
（
後
項
二
字
）
に
対
し
て
主
格
と
な
る
も
の
も
含
む
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
「
變
成
男
子
」（
元
禄
・
天
一
九
オ
６
）「
等
同
虚
空
」（
貞
享
・
上
六
ウ
７
、
元
禄
・
天
二
〇
ウ
５
）
の
よ
う
に
、
Ｂ
が
一
語
と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
Ａ
に
返
読
す
る
よ
う
な
も
の
、
ま
た
「
圓
圓
海
德
」（
貞
享
・
上
二
八
オ
６　
元
禄
・
地
三
二
ウ
６
）「
分
分
破
折
」（
元
禄
・
地
一
一
ウ
４
）
の
よ
う
に
、
Ａ
が
Ｂ
を
修
飾
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
無
自
性
品
」（
貞
享
・
上
一
五
ウ
３　
元
禄
・
地
一
ウ
２
）
は
中
間
に
あ
る
「
自
性
」
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
考
察
の
対
象
に
は
し
な
い
。
（
14
）　
こ
こ
に
《
平
軽
◎
》
と
あ
る
の
は
、
第
二
條
に
「
平
聲
ノ
輕
ト
者
出
合
無
ク
本
來
ト
押
シ
タ
ル
聲
也　
謂
ク
一
切
〈
入
平
軽
／
角
［
徴
角
］〉　
三
辰
〈
平
軽
上
／
［
徴
角
］
角
〉　
三
摩
地
〈
平
軽
上
平
濁
／
［
徴
角
］
角
角
〉
等
也
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
◎
は
、
ど
の
よ
う
な
声
調
で
も
よ
い
こ
と
を
仮
に
あ
ら
わ
し
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も
の
で
あ
る
。
（
15
）　
な
お
、
Ａ
と
Ｂ
と
に
付
さ
れ
た
声
点
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
と
も
に
低
平
調
の
場
合
は
、
第
十
二
條
②
「
數
字
連
續
シ
テ
一
句
ト
成
ラ
バ
共
ニ
高
ク
之
ヲ
言
フ
」
に
し
た
が
う
こ
と
、
す
で
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、《
語
彙
篇
》
掲
載
の
漢
語
句
に
こ
の
よ
う
な
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
節
博
士
の
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
ま
れ
に
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
節
博
士
の
つ
け
ら
れ
た
例
も
あ
る
。「
頓
證
佛
位
〈
平
平
入
濁
平
／
徴
徴
徴
徴
〉」
元
禄
・
天
二
一
オ
１
（
16
）　
②
の
場
合
、
と
く
に
「
声
点
0
0
の
あ
ら
わ
す
音
調
が
高
平
の
場
合
」
と
し
た
の
は
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
四
拍
の
（
五
）
と
三
拍
の
（
四
）
と
を
除
く
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
次
に
ま
と
め
て
検
討
す
る
。
そ
れ
を
除
く
と
、
該
当
す
る
の
は
四
拍
の
（
一
）
と
三
拍
の
（
一
）
だ
け
に
な
る
。
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究
』
七
桜
井　
茂
治
（
一
九
六
六
）「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
と
し
て
の
「
補
忘
記
」
㈠
」『
国
学
院
雑
誌
』
六
七–
四
桜
井　
茂
治
（
一
九
七
〇
）「
新
義
真
言
宗
伝
「
補
忘
記
」
の
和
訓
の
源
流
に
つ
い
て
─
ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
」『
国
語
研
究
』
三
〇
桜
井　
茂
治
（
一
九
七
七
）『
新
義
真
言
宗
伝
「
補
忘
記
」
の
国
語
学
的
研
究
』
桜
楓
社
桜
井　
茂
治
（
一
九
九
四
）「
出いで
合あい
」
ア
ク
セ
ン
ト
史
論
」『
国
語
論
究
』
五
、
明
治
書
院
清
水　
　
史
（
一
九
八
三
）「
宝
生
寺
蔵
の
〈
出
合
〉
関
係
資
料
に
つ
い
て
」『
国
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
〇
服
部　
四
郎
（
一
九
三
三
＝
一
九
四
二
）「
補
忘
記
の
研
究
─
江
戸
時
代
初
期
の
近
畿
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
─
」『
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
』
中
央
公
論
社
馬
淵　
和
夫
（
一
九
五
五
）「
い
ろ
は
う
た
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
」『
国
語
學
』
二
三
、
『
日
本
韻
学
史
の
研
究
』
Ⅱ
（
第
四
篇　
第
五
章
）
一
九
六
五
、
増
訂
版
一
九
八
四　
臨
川
書
店
馬
淵　
和
夫
（
一
九
五
八
）「
国
語
の
音
韻
の
変
遷
」『
国
語
教
育
の
た
め
の
国
語
講
座
』
二
、
朝
倉
書
店
馬
淵　
和
夫
（
一
九
七
八
）「〔
書
評
〕
桜
井
茂
治
著
『
新
義
真
言
宗
伝
「
補
忘
記
」
の
国
語
学
的
研
究
』」『
国
語
学
』
一
一
二
水
原　
堯
栄
（
一
九
三
八
）『
高
野
山
法
談
論
議
攷
』（『
水
原
堯
栄
全
集
』
八
、
同
朋
舎
出
版　
一
九
八
二
）
︹
付
記
︺　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
論
議
書
に
記
載
さ
れ
た
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
研
究
」（
課
題
番
号
二
五
三
七
〇
五
二
八
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
